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所
得
と
資
産

の
格
差
拡
大
が

日
本
だ
け
で
な

く
世
界
の
資
本

主
義
国
の
不
安
材
料
と
な
っ

て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
経
済

学
者
・
ピ
ケ
テ
ィ
氏
の
『
21

世
紀
の
資
本
』
の
英
語
版
が

ミ
リ
オ
ン
・
セ
ラ
ー
に
な

り
、
出
版
大
国
・
日
本
で
邦

訳
（
み
す
ず
書
房
）
が
話
題

を
集
め
て
い
る
。

　

格
差
は
所
得
ま
た
は
資
産

の
上
位
20
％
ま
た
は
10
％
の

人
た
ち
が
国
の
全
所
得
ま
た

は
全
資
産
の
何
％
を
占
め
る

か
で
数
字
化
さ
れ
る
。

　

ピ
ケ
テ
ィ
氏
は
不
平
等
に

よ
る
資
本
主
義
の
危
機
は
グ

ロ
ー
バ
ル
な
資
産
課
税
で
回

避
で
き
る
と
期
待
し
て
い

る
。
単
一
国
で
の
資
産
課
税

は
タ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
ブ
ン
を

求
め
て
他
国
に
資
産
が
流
出

し
実
効
性
が
少
な
い
。

　

日
本
は
１
９
４
９
年
の
シ

ャ
ウ
プ
勧
告
な
ど
で
資
産
再

分
配
が
進
み
、
格
差
が
縮
ま

る
。
資
産
階
級
だ
っ
た
旧
貴

族
の
落
ち
ぶ
れ
様
は
太
宰
治

の
『
斜
陽
』
に
描
か
れ
た
。

　

本
欄
で
も
格
差
社
会
の
弊

害
を
何
度
も
指
摘
し
た
が
、

ピ
ケ
テ
ィ
氏
は
格
差
と
言
わ

ず
に
不
平
等（inegalite

）と

い
う
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
来
、

民
主
主
義
の
根
幹
と
な
る
言

葉
を
使
っ
て
い
る
ら
し
い
。

医療保険制度「改革」に基づ
く主な患者負担増

2016年度2016年度

• 入院時の食事代の自己負担
を360円に引き上げ

• 紹介状なしに大病院を受診
した場合に治療費とは別に
５千円～１万円の定額負担

• 患者申出療養の導入
• 医師・歯科医師などの国保
組合への国庫補助引き下げ
開始

2017年度2017年度

• 後期高齢者医療制度の保険
料軽減措置を縮小し、保険
料を２倍～10倍に引き上げ

2018年度2018年度

• 入院時の食事代の自己負担を
460円に引き上げ

今日の数字

３億7300万
　指導・監査による歯科の返還
金額（2013年度）。指導実施件
数は1400件。厚労省資料から。

国
際
政
治
学
者

写真提供＝連合通信社

浅
井
基
文
さ　

　

ん

2015
展

望

子ども医療

患者負担増ラッシュ患者負担増ラッシュ
通
常
国
会

入
院
時
食
事
代
は
５
割
増

「
後
期
」保
険
料
は
10
倍
も

寝
屋
川
市
、高
卒
へ
拡
充

寝
屋
川
市
、高
卒
へ
拡
充

府
内
で
初
、７
月
か
ら
実
施
予
定

〝
受
診
危
機
〞招
く
医
療
の
大
改
悪

定
し
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ

の
起
こ
す
戦
争
に
積
極
的
に

参
加
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で

あ
り
、
い
か
な
る
武
力
行
使

も
可
能
に
す
る
解
釈
改
憲
の

強
行
だ
。
私
た
ち
は
こ
の
よ

う
な
「
力
に
よ
る
秩
序
」
と

決
別
し
、
新
た
な
平
和
的
国

ム
宣
言
が
示
す
方
向
こ
そ
、

日
本
が
21
世
紀
の
国
際
社
会

で
歩
む
べ
き
最
も
望
ま
し
い

道
だ
と
考
え
て
い
る
。

憲
法
９
条
の
枠
組
み

　

憲
法
９
条
が
成
立
し
た
歴

史
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

戦
争
を
規
制
す
る
歩
み
を
進

め
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
２
次

世
界
大
戦
勃
発
を
防
ぎ
え
な

か
っ
た
。

　

国
際
社
会
は
、
こ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
、
国
連
憲
章
で

戦
争
を
違
法
化
し
、
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
で
侵
略
戦
争
を
起
こ

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

米
国
の
支
配
に
異
議

　

ア
メ
リ
カ
は
戦
後
、
冷
戦

構
造
の
中
で
対
日
政
策
を
転

換
。
日
米
安
保
条
約
な
ど
日

本
を
思
い
通
り
に
動
か
せ
る

枠
組
み
を
整
え
て
き
た
。
冷

暖
化
や
食
糧
危
機
な
ど
地
球

的
な
問
題
が
山
積
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
21
世
紀
的

状
況
の
も
と
で
、
戦
争
は
も

は
や
国
家
間
の
紛
争
解
決
手

段
で
は
あ
り
得
な
く
な
っ
て

い
る
の
だ
。
い
ま
こ
そ
、
憲

　

政
府
の
社
会
保
障
制
度
改

革
推
進
本
部
が
１
月
13
日
に

公
表
し
た
「
医
療
保
険
制
度

改
革
」
の
骨
子
。
医
療
費
の

大
幅
削
減
に
向
け
、
国
民
に

痛
み
を
強
い
る
項
目
が
目
白

押
し
に
な
っ
て
い
る
。
政
府

は
骨
子
を
基
に
順
次
、
国
会

に
関
連
法
案
を
提
出
し
、
成

立
を
図
る
構
え
だ
。

　

骨
子
の
柱
は
患
者
負
担
増

だ
。
入
院
時
の
食
事
代
は
、

現
行
の
一
食
２
６
０
円
か
ら

２
０
１
６
年
度
に
３
６
０

円
、
18
年
度
に
４
６
０
円
へ

段
階
的
に
引
き
上
げ
る
。
１

カ
月
入
院
す
れ
ば
１
万
８
千

円
の
負
担
増
と
な
る
。
対
象

者
は
年
間
70
万
人
に
上
り
、

18
年
度
に
は
保
険
給
付
費
を

約
１
２
０
０
億
円
削
減
す

る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

は
、
低
所
得
者
の
保
険
料
９

　

安
倍
政
権
は
今
国
会
を
「
改
革
断
行
国
会
」
と
位
置
付
け
、
医
療
費
削
減
を
政
策
の
主
軸

に
据
え
て
い
る
。
社
会
保
障
分
野
で
は
年
金
や
介
護
、
生
活
保
護
な
ど
の
切
り
捨
て
政
策
が

並
ぶ
な
か
、
際
立
っ
て
い
る
の
が
医
療
の
負
担
増
・
給
付
減
政
策
だ
。
消
費
税
増
税
に
よ
る

財
源
は
社
会
保
障
に
回
ら
ず
、
医
療
の
大
改
悪
が
迫
る
。
相
次
ぐ
患
者
負
担
増
で
治
療
を
あ

き
ら
め
る
〝
受
診
危
機
〞
の
広
が
り
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

割
軽
減
を
廃
止
し
、
最
大
で

も
７
割
軽
減
に
縮
小
す
る
。

影
響
は
８
６
５
万
人
に
上

り
、
保
険
料
は
２
倍
〜
10
倍

に
跳
ね
上
が
る
。
医
師
・
歯

科
医
師
な
ど
所
得
が
多
い
人

が
加
入
す
る
国
保
組
合
へ
の

国
庫
補
助
の
見
直
し
も
計

画
。
16
年
度
か
ら
５
年
間
か

け
て
、
現
行
の
定
率
補
助

（
32
％
）を
所
得
水
準
に
応
じ

て
最
小
13
％
ま
で
引
き
下

げ
、保
険
料
を
値
上
げ
す
る
。

　

紹
介
状
な
し
に
５
０
０
床

以
上
の
大
病
院
を
受
診
し
た

場
合
に
は
、
治
療
費
と
は
別

に
５
千
円
〜
１
万
円
の
定
額

負
担
を
徴
収
す
る
。
今
後
、

検
討
を
進
め
、
16
年
度
に
実

施
す
る
予
定
に
し
て
い
る
。

　

患
者
の
求
め
に
応
じ
て
未

承
認
薬
な
ど
の
混
合
診
療
を

認
め
る
「
患
者
申
出
療
養
」

は
16
年
度
に
導
入
す
る
。
保

険
外
診
療
の
拡
大
は
患
者
負

担
増
に
直
結
し
、「
必
要
な

医
療
は
保
険
で
給
付
す
る
」

と
い
う
皆
保
険
制
度
の
大
原

則
を
揺
る
が
す
危
険
性
を
は

ら
ん
で
い
る
。

　

関
連
法
案
が
成
立
す
れ

ば
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で

全
世
代
に
わ
た
っ
て
負
担
増

の
大
波
が
押
し
寄
せ
る
こ
と

に
な
る
。
協
会
は
、
政
府
の

患
者
負
担
増
計
画
に
反
対
す

る
請
願
署
名
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
多
数
の
声
を
集
め
、

今
国
会
に
突
き
つ
け
る
。
署

名
用
紙
の
追
加
は
事
務
局

（
℡
06
―
６
５
６
８
―
７
７

３
１
）
ま
で
。

の
団
体
、
住
民
が
対
象
年
齢

の
引
き
上
げ
を
求
め
て
き

た
。
毎
年
夏
に
は
社
保
協
が

市
へ
の
要
請
行
動
を
実
施

し
、
懇
談
を
重
ね
て
い
る
。

市
民
の
声
と
運
動
が
大
き
な

成
果
に
結
び
付
い
た
。

　

府
内
の
子
ど
も
医
療
費
助

成
は
、
１
月
１
日
時
点
で
大

阪
市
・
堺
市
な
ど
14
市
町
村

が
中
学
卒
業
ま
で
対
象
に
し

て
い
る
。

上
。
２
０
１
６
年
度
か
ら
は

約
２
億
円
を
予
算
措
置
す
る

見
込
み
だ
。

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
を
め

ぐ
っ
て
は
、
協
会
が
幹
事
団

体
を
務
め
る
大
阪
社
会
保
障

推
進
協
議
会
を
中
心
に
多
く

か
ら
実
施
す
る
予
定
。
高
校

生
を
対
象
に
し
た
医
療
費
助

成
は
大
阪
府
内
で
初
。

　

同
市
は
国
の
緊
急
経
済
対

策
を
活
用
し
、
補
正
予
算
で

医
療
費
助
成
の
拡
充
分
と
し

て
約
１
億
５
千
万
円
を
計

　

寝
屋
川
市
は
子
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
（
入
通
院
）
の

対
象
年
齢
を
現
行
の
小
学
校

卒
業
か
ら
高
校
卒
業
へ
引
き

上
げ
る
こ
と
を
12
日
、
明
ら

か
に
し
た
。
３
月
議
会
の
補

正
予
算
案
に
反
映
し
、
７
月

際
秩
序
を
目
指
さ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
憲
法
９

条
の
元
に
あ
る
「
ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
」
に
立
ち
戻
る
必
要
が

あ
る
。
徹
底
し
た
非
軍
事
化

・
民
主
化
を
定
め
た
ポ
ツ
ダ

　

近
代
以
前
は
、
戦
争
は
政

治
の
延
長
と
し
て
正
当
化
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
20
世

紀
初
頭
に
人
類
は
初
め
て
の

世
界
大
戦
を
経
験
す
る
。
そ

の
あ
ま
り
に
も
残
酷
な
結
末

に
直
面
し
て
、
国
際
社
会
は

し
た
日
本
に
徹
底
し
た
非
武

装
化
を
課
し
た
の
だ
。
日
本

は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
履
行
を

約
束
し
て
降
伏
。
憲
法
９
条

は
こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
枠

組
み
の
中
で
成
立
し
て
い
る

こ
と
を
私
た
ち
は
確
認
し
な

戦
終
結
後
も
ア
メ
リ
カ
の
対

日
軍
事
要
求
は
強
ま
る
ば
か

り
だ
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
は

ア
メ
リ
カ
と
い
う
プ
リ
ズ
ム

を
通
し
て
し
か
国
際
社
会
を

見
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
こ

の
異
常
さ
に
気
が
つ
き
え
な

く
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
世
界
で
は
い
ま
、

ア
メ
リ
カ
の
一
極
支
配
に
異

議
申
し
立
て
を
す
る
動
き
が

起
こ
っ
て
い
る
。
中
国
と
ロ

シ
ア
は
昨
年
５
月
、
共
同
声

明
で
ア
メ
リ
カ
の
一
極
支
配

を
批
判
。
ま
た
、
戦
後
70
年

に
向
け
て
、
第
２
次
大
戦
の

結
論
（
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
含

む
戦
後
の
国
際
秩
序
）
を
変

え
る
動
き
に
強
い
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
中
心
の
「
む
き

出
し
の
力
に
よ
る
秩
序
」
に

固
執
す
る
の
か
、
ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
と
憲
法
９
条
に
基
づ

く
、
平
和
で
民
主
的
な
国
際

秩
序
を
目
指
す
の
か
。
虚
心

坦
懐
に
世
界
を
見
れ
ば
、
日

本
の
進
む
べ
き
道
は
お
の
ず

と
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
い
・
も
と
ふ
み　

１
９

４
１
年
生
ま
れ
。
外
務
省
条

約
国
際
協
定
課
長
、
ア
ジ
ア

局
中
国
課
長
、
駐
英
公
使
な

ど
を
歴
任
。
東
京
大
学
教
養

学
部
教
授
な
ど
を
経
て
、
２

０
０
５
〜
11
年
広
島
市
立
大

学
広
島
平
和
研
究
所
所
長
。

著
書
に
『
す
っ
き
り
！
わ
か

る 

集
団
的
自
衛
権
Ｑ
＆

Ａ
』『
集
団
的
自
衛
権
と
日

本
国
憲
法
』
ほ
か
多
数
。

　

戦
後
70
周
年
を
迎
え
、
私

た
ち
は
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
に
立
っ
て
い
る
。

　

世
界
を
見
渡
せ
ば
、
各
国

の
政
治
・
経
済
的
な
相
互
依

存
関
係
が
深
ま
る
一
方
、
温

「
力
に
よ
る
秩
序
」と
決
別
を

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
先
に
道
は
あ
る

法
９
条
の
出
番

で
あ
る
。

　

安
倍
政
権
は

昨
年
、
集
団
的

自
衛
権
の
行
使

容
認
を
閣
議
決

今号に署名用紙を同封

　「ストップ患者負担増」を訴える請
願署名を同封しています。ご協力お願
いします。


